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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 60,564 14.0 5,164 △5.5 7,065 17.3 5,174 15.0

2022年3月期第2四半期 53,131 22.2 5,464 92.1 6,023 100.7 4,498 260.4

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　13,369百万円 （89.4％） 2022年3月期第2四半期　　7,060百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 96.27 82.60

2022年3月期第2四半期 83.85 71.79

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 163,917 103,599 62.4 1,909.11

2022年3月期 155,493 91,845 58.2 1,685.37

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 102,348百万円 2022年3月期 90,446百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 18.00 ― 20.00 38.00

2023年3月期 ― 23.00

2023年3月期（予想） ― 23.00 46.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,000 15.7 12,300 12.8 14,300 19.9 10,100 18.1 188.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料9ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 64,633,646 株 2022年3月期 64,633,646 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 11,023,084 株 2022年3月期 10,967,984 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 53,750,577 株 2022年3月期2Q 53,644,729 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項等については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性
的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における経済環境は、新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置

が終了し、一部持ち直しの動きが見られたものの、新型コロナウイルス感染者数の再拡大や、エネル

ギー及び原材料価格の高騰等により、依然として厳しい状況となりました。 

このような厳しい経営環境においても、当社グループは、中期方針「未知の可能性への挑戦！」に基

づき、変化し続けるお客様ニーズに応え、安定した収益確保と継続的な成長を果たすため、“イノベー

ションと顧客開発”及び“企業体質の再建”を柱とした事業戦略を推進しております。併せて、企業の

潜在力である人材力、開発力及び環境対応力を高める経営を継続し、企業体質の強化に取り組んでおり

ます。 

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高 605 億 64 百万円（前年同期比 14.0％増）、営業利

益 51 億 64 百万円（同 5.5％減）、経常利益 70 億 65 百万円（同 17.3％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益 51 億 74 百万円（同 15.0％増）となり、経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益は過去

最高となりました。 

 

［セグメント別の業績概況］ 

（車輌資材事業） 

国内事業では、新規商権の立ち上げがあったものの、世界的な半導体不足や上海ロックダウン等に

よる自動車減産の影響を受けたことにより減収となりました。利益面では、業務効率の改善等による

経費削減に取り組んだものの、エネルギー及び原材料価格の高騰が影響し、減益となりました。 

海外事業（2022年１～６月）では、売上面で上海ロックダウンによる自動車減産の影響を受けた一

方で、アジアにおいて合成皮革「クオーレ®」の販売が堅調に推移し、増収となりました。利益面では、

国内同様、原材料価格の高騰、更には海上輸送費高騰の影響を大きく受け、減益となりました。 

エネルギー及び原材料価格の高騰の影響を緩和すべく、今後、販売価格への転嫁を進めてまいります。 

当事業の売上高は358億79百万円（前年同期比13.4％増）、営業利益33億64百万円（同14.7％減）と

なりました。 

 

（ハイファッション事業） 

アウトドア人口増加の影響により、スポーツアパレルは順調に推移し、ファッションアパレルにお

いても、一部百貨店ブランドにおいてコロナ禍からの回復が見られ、特に環境に配慮した商品への関

心の高まりにより、再生PETや生分解性商品の売上が拡大しました。また、ＫＢセーレン㈱における裏

地事業が堅調に推移したとともに、衣料用「ベルトロン」の売上が増加しました。 

当事業の売上高は105億67百万円（前年同期比17.1％増）、営業利益３億14百万円（同166.2％増）

となりました。 

 

（エレクトロニクス事業） 

上海ロックダウンや中国市場の景況感悪化の影響を受け、スマートフォンやゲーム機関連商材の売

上が減少した一方で、タブレット、ヘッドフォン等向け素材の販売が順調に推移しました。ＫＢセー

レン㈱においては、HDD用ワイピングテープや光ファイバー向け「ザヴィーナ」及びエンプラ繊維の売

上が増加しました。 

当事業の売上高は54億11百万円（前年同期比10.0％増）、営業利益は９億38百万円（同19.8％増）

となりました。 

 

（環境・生活資材事業） 

ハウジング資材関連は戸建て住宅着工戸数減少の影響を受けたものの、新規商権の獲得や環境対応

商材が好調に推移したことにより、売上が増加しました。また、住生活資材関連は病院・介護向けに
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機能性を高めた製品の受注増加等が売上に貢献したほか、オフィスパーテーション等、感染症対策や

テレワーク関連商材が好調となりました。 

当事業の売上高は47億30百万円（前年同期比19.5％増）、営業利益は４億85百万円（同17.4％増）

となりました。 

 

（メディカル事業） 

化粧品事業は上海ロックダウンの影響を受け、海外向けの売上が大幅に減少しましたが、医療向け

消臭関連商材が順調に推移したことや、ＫＢセーレン㈱の貼付材と「エスパンシオーネ」の絆創膏用

途が拡大したことにより、売上が増加しました。しかしながら、利益面ではエネルギー及び原材料価

格高騰の影響を受け、減益となりました。 

当事業の売上高は35億36百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は５億52百万円（同16.7％減）

となりました。 

 

（その他の事業） 

㈱ナゴヤセーレンの不動産賃貸管理事業等が堅調に推移しました。 

当事業の売上高は４億 39 百万円（前年同期比 3.3％減）、営業利益は２億 64 百万円（同 0.6％増）

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して 84 億 23 百万円増加の

1,639 億 17 百万円となりました。流動資産は、受取手形、売掛金及び契約資産や棚卸資産の増加等によ

り、前連結会計年度末と比較して 46 億４百万円の増加となりました。固定資産は、設備投資に加え、海

外子会社の財務諸表の換算レートが円安になったことにより、有形固定資産が増加し、前連結会計年度

末と比較して 38 億 19 百万円増加しました。負債の部は、未払金の減少及び借入金返済等により、33 億

30 百万円減少し、603 億 18 百万円となりました。純資産は、為替換算調整勘定の変動や、利益剰余金の

増加などにより、全体で117億54百万円増加し、1,035億 99百万円となりました。 

キャッシュ･フローの状況につきましては、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物

の残高は341億24百万円となり、前連結会計年度末より13億26百万円減少しました。 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、39億 34百万円の収入（前年同期は57億 58 百万円の収入）

となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益70億55百万円などによるものです。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、28億 53百万円の支出（前年同期は15億 80 百万円の支出）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 44 億 97 百万円があったことによるもので

す。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、47億 70百万円の支出（前年同期は16億 93 百万円の支出）

となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出29億22百万円などによるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、世界的な半導体不足の継続、ロシア・ウクライナ問題等により、依然

として先行きが不透明な状況となっております。このような状況の中、引き続き、未知の可能性に挑戦

し、“イノベーションと顧客開発”により、差別化商品の拡販、生産の効率化等により、増収・増益と企

業体質強化を目指します。 

通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間における業績が想定を上回る進捗と

なったことから、2022 年８月４日に公表しました通期の業績予想を上方修正いたします。エネルギー、

原材料価格及び物流費の高騰の影響を受けるものの、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰

属する当期純利益は過去最高になる見込みです。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,808 35,842

受取手形、売掛金及び契約資産 28,921 32,445

有価証券 785 1,274

商品及び製品 12,963 13,702

仕掛品 3,594 4,158

原材料及び貯蔵品 5,963 7,351

その他 2,483 3,351

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 93,513 98,118

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,277 22,907

機械装置及び運搬具（純額） 11,038 11,749

工具、器具及び備品（純額） 435 542

土地 12,544 12,793

リース資産 103 61

建設仮勘定 4,155 5,443

有形固定資産合計 49,553 53,499

無形固定資産

のれん 801 720

その他 3,140 3,300

無形固定資産合計 3,941 4,020

投資その他の資産

その他 8,594 8,389

貸倒引当金 △109 △109

投資その他の資産合計 8,485 8,280

固定資産合計 61,980 65,799

資産合計 155,493 163,917

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,648 16,081

短期借入金 3,813 1,923

未払法人税等 1,478 1,524

賞与引当金 1,233 1,287

その他 7,433 6,497

流動負債合計 29,607 27,314

固定負債

新株予約権付社債 15,330 15,285

長期借入金 10,609 9,576

役員退職慰労引当金 131 119

退職給付に係る負債 6,485 6,577

その他 1,485 1,445

固定負債合計 34,041 33,003

負債合計 63,648 60,318
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,520 17,520

資本剰余金 16,786 16,807

利益剰余金 66,952 71,053

自己株式 △14,385 △14,724

株主資本合計 86,873 90,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,005 1,922

為替換算調整勘定 1,487 9,698

退職給付に係る調整累計額 79 70

その他の包括利益累計額合計 3,572 11,692

新株予約権 787 567

非支配株主持分 610 683

純資産合計 91,845 103,599

負債純資産合計 155,493 163,917
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

売上高 53,131 60,564

売上原価 37,323 44,098

売上総利益 15,808 16,466

販売費及び一般管理費 10,343 11,302

営業利益 5,464 5,164

営業外収益

受取利息 111 143

受取配当金 82 84

為替差益 127 1,457

雇用調整助成金 73 14

補助金収入 107 136

その他 83 134

営業外収益合計 586 1,970

営業外費用

支払利息 17 17

その他 10 52

営業外費用合計 27 69

経常利益 6,023 7,065

特別利益

固定資産売却益 35 0

特別利益合計 35 0

特別損失

固定資産処分損 18 10

その他 0 ―

特別損失合計 18 10

税金等調整前四半期純利益 6,040 7,055

法人税等 1,509 1,852

四半期純利益 4,531 5,202

非支配株主に帰属する四半期純利益 33 27

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,498 5,174
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

四半期純利益 4,531 5,202

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △250 △82

為替換算調整勘定 2,785 8,258

退職給付に係る調整額 △6 △8

その他の包括利益合計 2,528 8,167

四半期包括利益 7,060 13,369

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,022 13,293

非支配株主に係る四半期包括利益 37 75
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,040 7,055

減価償却費 2,294 2,531

固定資産処分損益（△は益） △17 10

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △29 53

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26 67

受取利息及び受取配当金 △193 △227

支払利息 17 17

為替差損益（△は益） △277 △1,086

売上債権の増減額（△は増加） 2,587 △1,046

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,735 △744

仕入債務の増減額（△は減少） △1,095 △948

未払消費税等の増減額（△は減少） △151 107

その他 △533 △133

小計 6,932 5,655

利息及び配当金の受取額 148 176

利息の支払額 △17 △19

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,305 △1,878

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,758 3,934

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,506 △4,497

有形固定資産の売却による収入 42 2

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △222 △24

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

518 50

定期預金の純増減額（△は増加） 729 1,639

その他 △140 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,580 △2,853

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5 ―

長期借入金の返済による支出 △670 △2,922

自己株式の取得による支出 ― △726

配当金の支払額 △965 △1,073

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△2 ―

その他 △60 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,693 △4,770

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,008 2,362

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,493 △1,326

現金及び現金同等物の期首残高 39,498 35,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 42,991 34,124
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント(注)１
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
車輌資材

ハイファ

ッション

エレクト

ロニクス

環境・

生活資材
メディカル 計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
31,638 9,022 4,918 3,959 3,140 52,678 174 52,852 ― 52,852

その他の収益 ― ― ― ― ― ― 279 279 ― 279

外部顧客への

売上高
31,638 9,022 4,918 3,959 3,140 52,678 453 53,131 ― 53,131

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

0 12 139 46 1 201 256 457 △457 ―

計 31,638 9,034 5,057 4,006 3,141 52,879 710 53,589 △457 53,131

セグメント利益 3,944 118 783 413 662 5,923 263 6,186 △722 5,464

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント(注)１
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
車輌資材

ハイファ

ッション

エレクト

ロニクス

環境・

生活資材
メディカル 計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
35,879 10,567 5,411 4,730 3,536 60,125 178 60,304 ― 60,304

その他の収益 ― ― ― ― ― ― 260 260 ― 260

外部顧客への

売上高
35,879 10,567 5,411 4,730 3,536 60,125 439 60,564 ― 60,564

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

0 15 207 16 2 241 273 514 △514 ―

計 35,879 10,582 5,618 4,746 3,538 60,366 712 61,079 △514 60,564

セグメント利益 3,364 314 938 485 552 5,655 264 5,920 △755 5,164

(注) １．各報告セグメント区分の主な製品等は下記のとおりであります。

(1)車輌資材……………………自動車・鉄道車輌等内装材（シート材、エアバッグ、加飾部品）

(2)ハイファッション…………各種衣料製品、衣料用繊維加工

(3)エレクトロニクス…………導電性素材、工業用ワイピングクロス、ビスコテックス・システムおよびサプ

ライ、電子機器、シリコンウェーハの成膜加工等、人工衛星

(4)環境・生活資材……………建築用資材、インテリア用資材、健康・介護商品、環境・土木資材

(5)メディカル…………………医療用資材、化粧品、水処理用資材

なお、「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウエアの開発及び販

売、保険代理業、人材派遣事業、不動産賃貸管理事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用（前第２四半期連結累計期間

751百万円、当第２四半期連結累計期間784百万円）が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない総務部門などの管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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